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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中枠(B)の後側に設けた保持枠(22)の内部にセットされる遊技盤(I)と、
　前記中枠(B)の裏側に装備され、前記保持枠(22)に対応する形状に成形した本体(90)の
中央部に前記遊技盤(I)裏面の点検用の窓口(116)を開口した機構セット盤(H)と、
　前記本体(90)に取着されて、前記窓口(116)を開閉可能な裏カバー部材(120)と、
　前記機構セット盤(H)における窓口(116)の上部に配設され、機外の球補給設備から補給
されるパチンコ球を貯留する球容器(93)と、機構セット盤(H)における窓口(116)の上部で
、球容器(93)の下部に配設され、球容器(93)に連通する球整流路(94)を形成する球整流路
部材(95)と、機構セット盤(H)における窓口(116)の一側部に配設され、前記球整流路(94)
に連通する球送出路(96)を形成する球送出路部材(97)および球抜きユニット(98)とから構
成される球貯留排出経路部(91)と、
　前記機構セット盤(H)における前記球貯留排出経路部(91)の下側に、前記球送出路(96)
に連通して設置され、該球貯留排出経路部(91)内に貯留したパチンコ球を、貸球または賞
球として払出す電動制御式の払出装置(J1,J2)とを備え、
　前記遊技盤(I)は、セル板(75)と合板(76)との間にシート状導電材(77)を挟んだ積層構
造とされ、導電性部材から構成されて前記セル板(75)に打込み固定された遊技盤構成部品
(78,79)と前記シート状導電材(77)との電気的導通を図る一方、図柄表示装置や入賞装置
における金属メッキ処理済の装飾部材(80,81)と前記シート状導電材(77)との電気的導通
を図るよう構成したパチンコ遊技機において、
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　前記機構セット盤(H)を帯電防止剤入りの合成樹脂材から成形し、前記球送出路部材(97
)および前記球抜きユニット(98)を導電剤入りの合成樹脂材から成形し、
　前記セル板(75)および前記シート状導電材(77)を介して前記合板(76)の表側に取り付け
られる前記遊技盤構成部品である金属製の案内レール(79)に対して該合板(76)を挟んで重
なる位置で、前記機構セット盤(H)の背面に形成された前記球送出路(96)の前側に重なる
と共に、該機構セット盤(H)の背面に設置した前記払出し装置(J1,J2)の前側に重ねて、該
合板(76)の背面側部に導電部材(166)を配設し、
　前記導電部材(166)と前記シート状導電材(77)とを電気的に導通すると共に、前記導電
部材(166)と、遊技盤(I)裏側中央部における該導電部材(166)の側方に位置して前記裏カ
バー部材(120)に配置した電源基板(131)とを、アース線(160)を介して電気的に導通し、
　前記遊技盤構成部品(78,79)に帯電した静電気を、前記シート状導電材(77)、装飾部材(
80,81)および導電部材(166)を介して前記電源基板(131)へ放電して、該電源基板(131)か
ら電源側へアースし、
　前記球容器(93)および前記中枠(B)を導電剤入りの合成樹脂材から成形し、
　前記球容器(93)と前記中枠(B)とを、別の導電部材(154)を介して電気的に導通すると共
に、該中枠(B)と前記電源基板(131)とを、更に別の導電部材(156)を介して電気的に導通
し、
　前記球容器(93)に帯電した静電気を、前記中枠(B)を経由して前記電源基板(131)へ放電
し、該電源基板(131)から外部アース線(144)を介して機外へアースするよう構成した
ことを特徴とするパチンコ遊技機。
【請求項２】
　前記導電部材(166)は、アース線(158,159)で前記装飾部材(80,81)に接続され、これら
アース線(158,159)および装飾部材(80,81)を介して前記シート状導電材(77)との電気的導
通が図られている請求項１記載のパチンコ遊技機。
【請求項３】
　前記導電部材(166)は、前記シート状導電材(77)に接触するように前記合板(76)に差込
まれる取付部材(82)で該合板(76)に固定され、この取付部材(82)を介して前記シート状導
電材(77)との電気的導通が図られている請求項１記載のパチンコ遊技機。
【請求項４】
　前記導電部材(166)にはアース線(160)の一端が接続され、このアース線(160)の他端に
設けたコネクタ(143)を、前記電源基板(131)に設けたコネクタ受部(141)に着脱自在に差
込接続することで、導電部材(166)と電源基板(131)との直接的な電気的接続が図られる請
求項１～３の何れか一項に記載のパチンコ遊技機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　この発明は、遊技盤の静電気除去を図ったパチンコ遊技機に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
パチンコ機やアレンジボール機に代表されるこの種のパチンコ遊技機は、遊技媒体として
のパチンコ球を使用してパチンコ遊技を行なうようになっている。このパチンコ遊技機は
、例えば図２０および図２１に示すように、矩形枠体としての外枠Ａの開口前面側に対し
て、中枠Ｂが連結支持手段および施錠手段を利用して着脱および開放可能に組付けられて
いる。そして中枠Ｂの前側部分には、ガラス板６７を組付けた横開き式の前枠Ｃと上球皿
Ｄが夫々着脱および開放可能に組付けられると共に、該上球皿Ｄの後側に電動式の球送り
装置(図示せず)等がセットされている。また、前記中枠Ｂの下部に下球皿Ｅおよび打球発
射装置Ｆ等が設置されると共に、該中枠Ｂの裏側に機構セット盤Ｈ等が装備され、更に該
中枠Ｂの後側に設けた保持枠２２の正面内部に、所要の遊技領域７４を構成した遊技盤Ｉ
が着脱交換可能にセットされる。なお、貸球の払出し制御に必要とされる球貸しユニット
Ｋが、パチンコ遊技機Ｐの側方(外枠Ａの隣接部位)に設置され、後述する払出制御装置１
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２３と接続されている。
【０００３】
また前記機構セット盤Ｈは、中枠Ｂ裏側に位置する遊技盤Ｉセット用の前記保持枠２２の
裏側に着脱可能に装備され、該保持枠２２に対応し得る略矩形状に樹脂成形された本体９
０の中央部に遊技盤裏面の点検用の窓口１１６が開口され、これに裏カバー部材１２０が
開閉および着脱可能に取着されている。そして、前記窓口１１６の上部から右側部に亘る
外周囲部に、球容器９３と、球整流路９４を形成する球整流路部材９５と、球送出路９６
を形成する球送出路部材９７とから構成される球貯留排出経路部９１等が配設され、該球
貯留排出経路部９１の下側に、カセット形態とされる電動制御式の第１球払出装置Ｊ１(
貸球用)および第２球払出装置Ｊ２(賞球用)が設置される一方、これら球払出装置Ｊ１,Ｊ
２の下方に該装置Ｊ１,Ｊ２から払出された貸球および賞球を前記上球皿Ｄまたは下球皿
Ｅへ給出する球払出路１０５が形成されている。これにより、図示しない球補給設備から
補給されたパチンコ球は、貯留球として前記球貯留排出経路部９１内に一旦貯留された後
、第１、第２球払出装置Ｊ１,Ｊ２の作動により貸球または賞球として払出されるように
なっている。一方、機構セット盤Ｈの右端には、前記球払出装置Ｊ１,Ｊ２の右側方に上
端開口すると共に機外へ下端開口した球排出路１１７が垂下形成されており、球抜きユニ
ット９８での所要操作により球貯留排出経路部９１内の貯留球を機外へ通出案内するよう
になっている。
【０００４】
なお、機構セット盤Ｈのその他の構成として、前記窓口１１６の下方に、アウト球および
セーフ球を機外へ排出する球通出経路が形成される他に、セーフ球検出処理装置,賞球満
杯検出装置および貸球用の検出スイッチ(何れも図示せず)等が夫々設置され、そして本体
９０の上方隅端部にターミナル基板(集中基板ともいう)１２１が設置されている。また前
記窓口１１６の下方には、パチンコ遊技機Ｐを全体的に制御するメイン基板を収容した主
制御装置１２２や、前記球払出装置Ｊ１,Ｊ２を制御する払出制御基板を収容した払出制
御装置１２３、球貸しユニットＫと接続して各種データの入力および出力を行なうための
コネクタを備えたインターフェースボード１２５、電源分配基板１２４等が所要位置に設
置固定される一方、前記裏カバー部材１２０の背面に電源基板(アース部)１３１を収容し
た電源装置１３０が設置固定されている。なお、前記中枠Ｂの背面左下部に前記打球発射
装置Ｆを制御する発射制御基板を収容した発射制御装置１２６、該中枠Ｂの背面右下部に
前記遊技盤Ｉでのパチンコゲームに相応した効果音を発生制御する音制御基板を収容した
音制御装置１２７が設置固定されている。
【０００５】
前述のように構成されたパチンコ遊技機Ｐでは、遊技ホール内の設置枠台(「島設備」)に
縦向きの姿勢で設置した後、機外の球補給設備から球貯留排出経路部９１における前記球
容器９３内へパチンコ球が供給され、パチンコ球は球容器９３から球整流路９４および球
送出路９６を介して第１および第２球払出装置Ｊ１,Ｊ２まで到来し、貯留球として該球
貯留排出経路部９１内へ貯留される。貯留球が正常に貯留された状態において、当該パチ
ンコ遊技機Ｐでのパチンコ遊技に先立ち、遊技者が貸球用カードおよび前記球貸しユニッ
トＫを利用して適正な球貸し操作を行なった場合には、この操作に応答して第１球払出装
置Ｊ１が作動制御されることにより、球貯留排出経路部９１内の所定数の貯留球が貸球と
して払出され、前記球払出路１０５から前記上球皿Ｄ側へ給出される。
【０００６】
そして、遊技者が前記打球発射装置Ｆにより所要の打球操作を行なった際には、前記上球
皿Ｄに給出された貸球が遊技球として前記球送り装置の球送り作動に基づき発射位置へ順
次供給され、打球発射装置Ｆの打球作動に基づき、各遊技球は前記遊技盤Ｉの遊技領域７
４内へ打出される。ここで、前記遊技盤Ｉ内でパチンコゲームが展開されている途中で入
賞球が発生した場合には、これに応答して前記第２球払出装置Ｊ２が作動制御されること
により、所定数の貯留球が賞球として前記上球皿Ｄ側へ給出され、該上球皿Ｄが満杯とな
った後には下球皿Ｅ側へ給出される。
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【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、前述した遊技媒体としてのパチンコ球は、研磨装置による洗浄・研磨時や球補
給設備内を移動するに際し、パチンコ球同士が相互に擦れ合ったり、球補給設備と擦れ合
うことで静電気を帯電し易くなっている。このため、静電気を帯電したパチンコ球が球補
給設備から供給される場合が多いので、前述したパチンコ遊技機Ｐでは、該パチンコ球を
通して外部から侵入する静電気(以降「外部静電気」という)を適切に放電除去するように
して、充分な静電気対策を図る必要がある。一方、補給されたパチンコ球が当該パチンコ
遊技機Ｐ内を移動する際にも、パチンコ球同士の接触や前記各構成部材との接触により静
電気が発生することがあるから、遊技機Ｐ内で発生した静電気(以降「内部静電気」とい
う)も適切に放電除去するようにして、充分な静電気対策を図る必要がある。
【０００８】
ここで例えば前記遊技盤Ｉでは、各入賞口や入賞装置等の検出スイッチを装備した種々の
電気部品が装着されているから、帯電した静電気により前記検出スイッチの誤作動(誤検
出、未検出)等が発生して、遊技者または遊技ホールに不利益を与える不都合が生じてし
まう。このため遊技盤Ｉに対する静電気対策としては、例えば具体的に図示しないが、所
要のデザインを印刷形成したセル板と木製合板との間にシート状導電材としてのカーボン
紙を挟んだ積層構造とし、前記セル板に打込んで固定した遊技盤構成部品(遊技釘や案内
レール等)および入賞口や入賞装置における金属メッキ処理済の装飾部材と前記カーボン
紙との電気的導通を図ると共に、前記合板の外周端面に取着した金属部材を前記カーボン
紙と接触させた構成として、この遊技盤Ｉを前記保持枠２２にセットした際に該保持枠２
２と前記金属部材とが接触して両者の電気的導通を図ることで、遊技盤Ｉに帯電した静電
気を保持枠２２等を介してアース部へ放電する静電気対策が提案されている。
【０００９】
しかしながら前述した遊技盤の静電気対策では、前記保持枠２２を含む当該パチンコ遊技
機Ｐの構成部材を介してアース部へ静電気を放電するようになっている。このため、前記
各構成部材に帯電した静電気の電位が遊技盤Ｉに帯電した静電気の電位がより大きい場合
には、この構成部材に帯電した静電気が遊技盤Ｉへ逆に流れてしまい、遊技盤Ｉの静電気
の帯電量が寧ろ増加するという不都合が生ずる問題を内在していた。また、保持枠２２に
対する遊技盤Ｉの設置状態が不適切な場合には、前記金属部材と該保持枠２２とが確実に
接触しないことに起因して保持枠２２と遊技盤Ｉとの電気的導通が図られず、該遊技盤Ｉ
で発生した静電気の適切かつ確実な放電をなし得ない問題も発生していた。
【００１０】
【発明の目的】
　本発明は、前述した従来の技術に内在している前記課題に鑑み、これを好適に解決する
べく提案されたものであって、遊技盤と電源基板との直接的な電気的導通を図って該遊技
盤で発生した静電気を電源基板へ放電させる構造とすることで、遊技盤内で発生する静電
気の適切かつ確実な放電除去を行ない得るよう構成したパチンコ遊技機を提供することを
目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　前述した課題を克服し、所期の目的を好適に達成するため本発明は、
　中枠の後側に設けた保持枠の内部にセットされる遊技盤と、
　前記中枠の裏側に装備され、前記保持枠に対応する形状に成形した本体の中央部に前記
遊技盤裏面の点検用の窓口を開口した機構セット盤と、
　前記本体に取着されて、前記窓口を開閉可能な裏カバー部材と、
　前記機構セット盤における窓口の上部に配設され、機外の球補給設備から補給されるパ
チンコ球を貯留する球容器と、機構セット盤における窓口の上部で、球容器の下部に配設
され、球容器に連通する球整流路を形成する球整流路部材と、機構セット盤における窓口
の一側部に配設され、前記球整流路に連通する球送出路を形成する球送出路部材および球
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抜きユニットとから構成される球貯留排出経路部と、
　前記機構セット盤における前記球貯留排出経路部の下側に、前記球送出路に連通して設
置され、該球貯留排出経路部内に貯留したパチンコ球を、貸球または賞球として払出す電
動制御式の払出装置とを備え、
　前記遊技盤は、セル板と合板との間にシート状導電材を挟んだ積層構造とされ、導電性
部材から構成されて前記セル板に打込み固定された遊技盤構成部品と前記シート状導電材
との電気的導通を図る一方、図柄表示装置や入賞装置における金属メッキ処理済の装飾部
材と前記シート状導電材との電気的導通を図るよう構成したパチンコ遊技機において、
　前記機構セット盤を帯電防止剤入りの合成樹脂材から成形し、前記球送出路部材および
前記球抜きユニットを導電剤入りの合成樹脂材から成形し、
　前記セル板および前記シート状導電材を介して前記合板の表側に取り付けられる前記遊
技盤構成部品である金属製の案内レールに対して該合板を挟んで重なる位置で、前記機構
セット盤の背面に形成された前記球送出路の前側に重なると共に、該機構セット盤の背面
に設置した前記払出し装置の前側に重ねて、該合板の背面側部に導電部材を配設し、
　前記導電部材と前記シート状導電材とを電気的に導通すると共に、前記導電部材と、遊
技盤裏側中央部における該導電部材の側方に位置して前記裏カバー部材に配置した電源基
板とを、アース線を介して電気的に導通し、
　前記遊技盤構成部品に帯電した静電気を、前記シート状導電材、装飾部材および導電部
材を介して前記電源基板へ放電して、該電源基板から電源側へアースし、
　前記球容器および前記中枠を導電剤入りの合成樹脂材から成形し、
　前記球容器と前記中枠とを、別の導電部材を介して電気的に導通すると共に、該中枠と
前記電源基板とを、更に別の導電部材を介して電気的に導通し、
　前記球容器に帯電した静電気を、前記中枠を経由して前記電源基板へ放電し、該電源基
板から外部アース線を介して機外へアースするよう構成したことを特徴とする。
【００１２】
【作用】
　遊技盤に設けた遊技盤構成部品や金属メッキ処理した装飾部材等に帯電した静電気は、
シート状導電材を介して合板の背面側に配設した導電部材へ流れた後、電源基板へ直接的
に放電除去される。すなわち、遊技盤と電源基板との直接的な電気的導通が図られている
から、遊技機の他の構成部材に帯電した静電気の電位が遊技盤に帯電した静電気の電位よ
り高かったとしても、この構成部材の静電気が遊技盤へ逆に流れ込む不都合が好適に回避
される。なお導電部材とシート状導電材とは、装飾部材に連結したアース線で電気的導通
を図る形態や、また導電部材を合板に取付ける取付部材で電気的導通を図る形態等が採用
可能である。
　また、球貯留排出経路部における球容器内へパチンコ球が供給されて容器に接触した時
点で、パチンコ球に帯電した静電気は、球容器から別の導電部材を介して中枠へ流れた後
、更に別の導電部材を介して電源基板へ流れ、該電源基板から外部アース線を介して機外
へアースされる。
　更に、導電部材と電源基板とは、該導電部材に接続したアース線のコネクタを電源基板
に設けたコネクタ受部に適正に差込接続するだけで両者の適切な電気的導通が図られ、常
に確実な静電気の放電除去がなされる。更に、遊技盤の取外しに際しては、コネクタを電
源基板のコネクタ受部から引抜くだけで該遊技盤の取外しを許容し、遊技盤の取付けに際
しては、コネクタを電源基板のコネクタ受部へ差込接続するだけで遊技盤の静電気対策が
図られるから、遊技盤の着脱作業に支障を来さない。
【００１３】
【発明の実施の形態】
　次に、本発明に係るパチンコ遊技機につき、好適な実施例を挙げ、添付図面を参照しな
がら以下詳細に説明する。なお本実施例では、貸球用のカードおよび球貸しユニットを利
用して貯留球を貸出し得るカード式パチンコ遊技機を例とし、図２０および図２１をもと
に説明したパチンコ遊技機Ｐと同一部材、部品および同一機器には同一の符号で指示する
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。
【００１４】
本実施例のパチンコ遊技機Ｐは、当該遊技機Ｐを構成する前記中枠Ｂ、前枠Ｃ、上球皿Ｄ
、下球皿Ｅ、遊技盤Ｉ、機構セット盤Ｈ等の構成部材と、これら各構成部材Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｅ,
Ｉ,Ｈに配設される各種の付属部材や部品とを、導電剤入りの合成樹脂材および／または
帯電防止剤入りの合成樹脂材から成形する一方、各構成部材Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｅ,Ｉ,Ｈおよび付
属部材・部品を、成形金具や金属板およびアース線等の導電性を有する部材を介して、裏
カバー部材１２０に設置した前記電源基板１３１へ集約的に接続するように構成されてい
る。これにより、パチンコ遊技機Ｐに供給されるパチンコ球に帯電される外部静電気や、
該パチンコ球が機内を移動する際に発生する内部静電気を、前記電源基板１３１を介して
機外(島設備等)または当該遊技機の電源(ＡＣ２４Ｖ)へアースすることにより、静電気を
起因としたノイズ発生を好適に防止するように構成されている。そこで次に、本実施例の
パチンコ遊技機Ｐに実施される静電気のアース技術につき説明する。
【００１５】
(外枠)
前記外枠Ａは、例えば図１および図４に示すように、上下および左右の４本の枠部材１０
,１３,１１,１２を枠組み連結して縦長方形に構成され、全ての枠部材１０,１３,１１,１
２によって画成される開口前面域に前記中枠Ｂを整合し得るようになっている。そして、
正面左側の上隅角部および下隅角部に、前記前枠Ｃを着脱および開閉可能に連結するため
の開閉連結部材１４,１４が取着されている。なお本実施例に係る外枠Ａは、木材により
成形された上枠部材１０および左枠部材１１を共通用として、合成樹脂材により成形され
た右枠部材１２および下枠部材１３を２通りのサイズのものに置換連結することにより、
一般に「関東枠、関西枠」と呼称区分されている各タイプに変更し得るようになっている
。また右枠部材１２の内側面には、中枠Ｂに配設した施錠装置Ｌの第１ロック金具２８が
係脱可能に係止する中枠鍵受金具１５,１５が配設されている。なお、前記右枠部材１２
および下枠部材１３は、必要に応じて帯電防止剤入りの合成樹脂材から成形してもよい。
【００１６】
(中枠)
前記中枠Ｂは、図４～図７に示すように、例えば導電性カーボン質材料を混入させたアク
リロニトリルブタジエンスチレン(以下「ＡＢＳ」)材から一体成形されて全体が導電性を
有しており、前記外枠Ａの開口前面域に整合する外形サイズに成形されて内側に正面縦長
方形の窓枠口２１を開口した枠体２０と、この枠体２０の裏側に一体成形されて窓枠口２
１の正面内部に臨む遊技盤用のセット口２３を開口した保持枠２２とが前後に連設された
内外二重形態とされている。前記枠体２０においては、窓枠口２１下部に下球皿Ｅや打球
発射装置Ｆの打球発射部Ｆ２等を設置するための設置盤２４が成形され、該設置盤２４の
略中央部には下球皿Ｅに連通する賞球用の球給出口２５が開設されている。そして前記枠
体２０の右縁前面側には、施錠装置Ｌにおける前鍵ベース２６が設置されると共に、該枠
体２０の右縁背面側には、前記中枠鍵受金具１５,１５に係脱可能に係止する前記第１ロ
ック金具２８を支持した後鍵ベース２７およびシリンダ錠(図示せず)が配設される一方、
窓枠口２１に臨む右側端面には、前枠Ｃを中枠Ｂに閉成ロックする第２ロック金具２９お
よび前記上球皿Ｄを中枠Ｂに閉成ロックする第３ロック金具３０が臨んでいる。
【００１７】
　一方、前記保持枠２２においては、図４、図５および図７に示すように、窓枠口２１の
下部内側に位置する遊技補助盤３１が一体成形されており、この遊技補助盤３１の上端縁
を基準にして前記セット口２３が開設されている。そして、遊技補助盤３１の正面左上に
遊技球用の球給出口３２が開設される一方、該遊技補助盤３１の前面側に、ファール球回
収路部材３３、スピーカ３４を内蔵したスピーカケース３５および発射レール３６等が取
着される。更に、前記遊技補助盤３１の裏面側には、アウト路３７が形成されると共に、
前記機構セット盤Ｈが当接する裏当て板３８が取着されるようになっている(図６)。なお
、前記ファール球回収路部材３３およびスピーカケース３５は、カーボンチップ入りのＡ
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ＢＳ材から所要形状に一体成形されて導電性を有し、また前記発射レール３６の樹脂部品
３９も、カーボンチップ入りのポリプロピレン(以下「ＰＰ」)材から所要形状に成形され
て導電性を有している。更に前記裏当て板３８は、カーボンチップ入りのＰＰ材から所要
形状に一体成形されて導電性を有しており、球給出口３２に整合する開口部４４等が設け
られている。
【００１８】
(下球皿)
実施例のパチンコ遊技機Ｐにおける下球皿Ｅは、図４、図７および図９に示すように、横
長方形のセット盤部４５、パチンコ球を収容保持する皿本体４６および横長ラウンド形状
の外郭体４７等、帯電防止剤入りのＡＢＳ材等から成形した複数の樹脂成形部材を組み合
わせてユニット化され、前記中枠Ｂ下部の前記設置盤２４前面に水平位置決め条件で組付
けられる。そして、外郭体４７の上下面が水平に成形されていることにおいて、その上面
に前記上球皿Ｄを水平に載置したままセット保持し得るようになっている。また、外枠体
２０の上面右側に構成したセット支持部材４８に、前記打球発射装置Ｆにおける打球操作
部Ｆ１が組付けセットされ、また外枠体２０の正面左部に灰皿４９が装備されている。な
お、打球発射装置Ｆを構成する前記打球操作部Ｆ１や前記打球発射部Ｆ２等の樹脂部分は
帯電防止剤入りのＡＢＳ材から形成される一方、前記灰皿４９は、耐熱性に優れたメラミ
ン樹脂から成形されている。
【００１９】
(上球皿)
　前記上球皿Ｄは、図４、図７および図８に示すように、横長方形のセット盤部５０と一
体に成形した皿本体５１と、横長ラウンド形状の外郭体５２等、帯電防止剤入りのＡＢＳ
材等から成形した複数の樹脂成形部材を組み合わせてユニット化され、前記セット盤部５
０の裏側に取着した上・下の連結金具５３,５４を中枠Ｂの左端に固定した上・下の連結
金具４２,４３に係合させることで、該中枠Ｂにおける窓枠口２１の内側下部(遊技補助盤
３１の前側)に着脱および横開きが可能に組付けられる。また前記セット盤部５０の裏側
には、前記第３ロック金具３０が係脱可能に係止する上球皿鍵受金具５５、不正行為を目
的とした異物侵入阻止を図る防犯金属板５６および球送り装置Ｇ等が配設されている。ま
た前記皿本体５１の球受面には、貯留球の円滑な流動を図るための球流し金具５７が敷設
されている。そして前記中枠Ｂに閉成した際には、前記遊技補助盤３１の前側に整合する
と共に、前記下球皿Ｅにおける外郭体４７の上面に載置された状態で整合セットされ、ま
た前記第３ロック金具３０と上球皿鍵受金具５５とが係合する。なお前記球送り装置Ｇの
樹脂ケースは、導電性カーボン質材料を複合化したＡＢＳ材等から一体成形されて導電性
を有している。
【００２０】
(前枠)
前記前枠Ｃは、図４、図７および図１０に示すように、略正方形で内側に遊技盤透視用の
開口部６１を開設した枠本体６０と、この枠本体６０の前面に対して前記開口部６１を囲
繞するように装着される化粧部材６２およびランプレンズ６３、前記枠本体６０の前面上
縁に装着されるトップレンズ６４等、帯電防止剤入りのＡＢＳ材等から成形した複数の樹
脂成形部材を組み合わせてユニット化されている。そして、前記枠本体６０の裏側に取着
した上・下の連結金具６５,６６を、前記中枠Ｂの左端に固定した上・下の連結金具４０,
４１に夫々係合させることで、該中枠Ｂにおける窓枠口２１に着脱および横開きが可能に
組付けられる。また前記枠本体６０の裏側には、ガラス板６７を保持する金属製のガラス
枠６８、前記第２ロック金具２９が係脱可能に係止する補強部材兼用の上・下の前枠鍵受
金具６９,７０、開閉支点側の補強を図る補強金具７１、不正行為防止を図るアンダーガ
ード金具７２等がビス固定されている。なお前記トップレンズ６４は、本体部表面にメッ
キ処理が施されて導電性を有している。このような前枠Ｃは、前記中枠Ｂに閉成した際に
前記セット口２３の前側に整合すると共に、前記第２ロック金具２９,２９と前枠鍵受金
具６９,７０とが係合する。
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【００２１】
(遊技盤)
実施例の遊技盤Ｉは、図１１～図１３に示すように、所要のデザイン・色彩に印刷された
セル板７５と木製の合板７６との間に、シート状導電材としてのカーボン紙７７を挟んだ
サンドイッチ状の積層構造とされている。そして、導電性部材とされる金属製の遊技釘(
遊技盤構成部品)７８および金属製の案内レール７９(遊技盤構成部品)固定用の固定釘が
、前記セル板７５の側から前記カーボン紙７７を貫通して前記合板７６へ打込まれ、これ
によりこれら遊技釘７８および案内レール７９と前記カーボン紙７７とが接触して夫々の
電気的導通が図られている。また、図柄表示装置(図示せず)やアタッカー入賞装置８３に
付属される装飾部材８０,８１は、金属メッキ処理が施されて導電性を有しており、装飾
部材８０,８１を遊技盤Ｉに取付けるための取付ビスがセル板７５および前記カーボン紙
７７を貫通して前記合板７６にねじ込まれ、この取付ビスを介して装飾部材８０,８１と
カーボン紙７７との電気的導通が図られている。従って、前記各遊技釘７８、案内レール
７９および各装飾部材８０,８１等は、前記カーボン紙７７を介して相互の電気的導通が
図られており、かつ後述するように前記各装飾部材８０,８１は、第８～第１０アース線(
導電部材)１５８,１５９,１６０を介して電源基板１３１と電気的な導通が図られている
。なお、前記アタッカー入賞装置８３の開閉扉８４、風車８５、左側・右側の各コーナー
化粧部材８６,８６および裏樋部材８７等は、帯電防止剤入りのＡＢＳ材等から成形され
ている。
【００２２】
(機構セット盤)
前記機構セット盤Ｈは、図１および図１４に示すように、前記本体９０が上本体９０Ａお
よび下本体９０Ｂからなる上下連結タイプとされ、これら上本体９０Ａおよび下本体９０
Ｂは帯電防止剤入りのＡＢＳ材から成形されている。このうち上本体９０Ａは、主に前述
した球貯留排出経路部９１の構成基盤とされて該経路部９１の一部が一体的に形成されて
いると共に、前記ターミナル基板１２１用の設置部９２が右上に形成されている。そして
、前記球貯留排出経路部９１を構成する前記球容器９３はカーボンチップ入りのＰＰ材、
球整流路９４を形成する球整流路部材９５はカーボンファイバー入りのポリカーボネート
(以下「ＰＣ」)材、球送出路９６を形成する球送出路部材９７,９７はカーボンファイバ
ー入りのＡＢＳ材、球抜きユニット９８はカーボンファイバー入りのＡＢＳ材から成形さ
れ、夫々の部材が導電性を有している。また、カバー板９９および球ならし１００,１０
０は、カーボンチップ入りのＡＢＳ材から成形されて夫々導電性を有し、球容器９３に付
属される貯留球検知器１０１のケース部材１０１Ａおよび各検知レバー１０１Ｂ,１０１
Ｂは帯電防止剤入りのＰＣ材、スプロケットカバー１０２は帯電防止剤入りのＡＢＳ材か
ら夫々成形されている。一方、前記ターミナル基板１２１用のカバー部材１０３は、帯電
防止剤入りのＡＢＳ材から成形されている。なお上本体９０Ａにおいて、前記球整流路９
４に臨む部位には、該球整流路９４に沿って延在する横長形状の金属板１０４が取着され
ている。
【００２３】
　また前記下本体９０Ｂは、球払出路１０５の構成基盤とされて該払出路１０５の一部が
一体的に形成されていると共に、前記第１および第２球払出装置Ｊ１,Ｊ２、前記主制御
装置１２２、払出制御装置１２３、電源分配基板１２４およびインターフェースボード１
２５の設置基盤を兼用している。前記球払出路１０５は、下本体９０Ｂの背面側(図１４
において手前側)に設けられて前記第１および第２球払出装置Ｊ１,Ｊ２の下方から前記球
給出口３２に整合する球通口１０８まで延在する上球払出路１０６と、下本体９０Ｂの前
面側(図１４において裏側)に設けられて前記球通口１０８から下球皿Ｅまで延在する下球
払出路１０７とからなり(図５)、前記上球払出路１０６下流の前記球通口１０８に臨む部
位に球受部材１１１が装着されると共に、球案内部材１１９を組付けた球払出路部材１０
９が上球払出路１０６に臨むように装着される一方、裏金属板１１０が下球払出路１０７
に臨むように装着されるようになっている。そして、球払出路部材１０９はカーボンチッ
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プ入りのＡＢＳ材、球案内部材１１９および球受部材１１１は夫々がカーボンチップ入り
のＰＰ材から成形され、夫々の部材１０９,１１９,１１１が導電性を有している。また、
満タンレバー１１３および満タンスイッチホルダ１１４はＰＯＭ(ポリアセタール)から成
形され、セーフ球払出装置を覆蓋するカバー板１１５は帯電防止剤入りのＰＣ材から成形
されている。更に、前記電源分配基板１２４用の基板ベース部材１１２は帯電防止剤入り
のＡＢＳ材、インターフェースボード１２５のボードケース１１８は帯電防止剤入りのＰ
Ｃから成形されている。一方、前記第１球払出装置Ｊ１および第２球払出装置Ｊ２は基本
的に同タイプのものが実施され、両装置Ｊ１,Ｊ２のケース部材は、カーボンチップ入り
のＰＣ材から成形されて導電性を有している。
【００２４】
次に、本実施例のパチンコ遊技機Ｐにおける静電気のアース技術につき包括的に説明する
。本実施例のパチンコ遊技機Ｐは、前述したように、中枠Ｂ、前枠Ｃ、上球皿Ｄ、下球皿
Ｅ、遊技盤Ｉ、機構セット盤Ｈ等の構成部材と、これら各構成部材Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｅ,Ｉ,Ｈに
配設される各種の付属部材・部品とを、導電剤入りの合成樹脂材および／または帯電防止
剤入りの合成樹脂材から成形する一方、これら各構成部材および付属部材・部品を、成形
金具や金属板およびアース線等の導電部材を介して、裏カバー部材１２０に設置した前記
電源基板１３１へ集約的に接続するように構成されている。
【００２５】
(中枠のアース態様)
　前記中枠Ｂは、前述したように、導電剤入りのＡＢＳ材から全体が一体成形されている
ので該中枠Ｂ全体が導電性を有しており、また遊技補助盤３１の裏側に取着される前記裏
当て板３８も導電性を有している。このもとで実施例の中枠Ｂは、図２および図１６に示
すように、前記枠体２０の背面右下部位に、前記電源基板１３１の第１アース用コネクタ
１４０に差込接続される第１コネクタ１４２に端部接続された第６アース線(更に別の導
電部材)１５６の他端が端部接続され、この第１コネクタ１４２を前記第１アース用コネ
クタ１４０に差込接続することで、中枠Ｂと第１アース用コネクタ１４０の１番ピン１４
０ａとの電気的な導通が図られて、該中枠Ｂに帯電された静電気は第６アース線１５６を
介して前記１番ピン１４０ａへ流れるようになっている。一方、中枠Ｂの背面に取着され
た前記裏当て板３８の右下部位に、前記インターフェースボード１２５におけるコネクタ
１４５の１番ピンに端部接続される第７アース線１５７の他端が端部接続され、前記中枠
Ｂに帯電された静電気の一部がこの第７アース線１５７およびインターフェースボード１
２５を介して前記球貸しユニットＫへ流れるようになり、当該パチンコ遊技機Ｐと球貸し
ユニットＫ間の電位が同一となるように考慮されている。
【００２６】
(前枠のアース態様)
前記前枠Ｃでは、図１０および図１６に示すように、前記上の前枠鍵受金具６９と上の連
結金具６５とが第１アース線(導電部材)１５１で電気的な導通が図られる一方、メッキ処
理された前記トップレンズ６４と上の連結金具６５とが第２アース線(導電部材)１５２で
電気的な導通が図られている。一方、下の前枠鍵受金具７０とアンダーガード金具７２、
該アンダーガード金具７２とガラス枠６８、上の連結金具６５と補強金具７１、該補強金
具７１と下の連結金具６６は、夫々が接触した状態でビス固定され、これにより夫々の部
材同士の電気的な導通が図られている。また前記ガラス枠６８は、前記上の連結金具６５
および下の連結金具６６に対して枢支されているので、これらガラス枠６８と両連結金具
６５,６６との電気的な導通も図られている。これにより、前記上下の前枠鍵受金具６９,
７０、トップレンズ６４、アンダーガード金具７２、ガラス枠６８および補強金具７１は
、前記中枠Ｂに固定された上・下の連結金具４０,４１を介して、常には該中枠Ｂとの電
気的な導通が図られている。なお、前枠Ｃが中枠Ｂに閉成ロックされた際には、前記上・
下の前枠鍵受金具６９,７０が前記中枠Ｂに支持した前記第２ロック金具２９,２９に係合
して接触するので、この第２ロック金具２９,２９を介して両鍵受金具６９,７０と中枠Ｂ
との電気的な導通も図られる。
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【００２７】
(上球皿のアース態様)
前記上球皿Ｄでは、図７および図１６に示すように、前記上球皿鍵受金具５５と前記防犯
金属板５６、該防犯金属板５６と前記球流し金具５７、前記防犯金属板５６と前記球送り
装置Ｇ、前記防犯金属板５６と前記上の連結金具５３とが、夫々接触した状態でビス固定
されており、これにより夫々の部材同士の電気的な導通が図られている。これにより、上
球皿鍵受金具５５、防犯金属板５６、球送り装置Ｇ、球流し金具５７、上の連結金具５３
は、中枠Ｂに固定された上の連結金具４２を介して、常には該中枠Ｂとの電気的な導通が
図られている。なお上の連結金具４２は、前記前枠Ｃ用の下の連結金具４１と一体的に形
成されているので、両連結金具４１,４２同士の電気的な導通も図られている。一方、上
球皿Ｄが中枠Ｂに閉成された際には、前記上球皿鍵受金具５５が前記中枠Ｂに支持した前
記第３ロック金具３０に係合して接触するので、この第３ロック金具３０を介して上球皿
鍵受金具５５と中枠Ｂとの電気的な導通も図られる。
【００２８】
(機構セット盤のアース態様)
　前記機構セット盤Ｈでは、図１～図３および図１６に示すように、前記球容器９３の左
端部位と、前記中枠Ｂにおける枠体２０の右縁前面側に設置された施錠装置Ｌにおける第
１ロック金具２８の所要部位とが、第４アース線(別の導電部材)１５４を介して電気的な
導通が図られ、球容器９３に帯電した静電気は第４アース線１５４および第１ロック金具
２８を介して前記中枠Ｂへ流れるようになっている。また、球整流路部材９５に整合する
ように上本体９０Ａに取着された前記金属板１０４の左端部に、前記第１コネクタ１４２
に端部接続された第５アース線(導電部材)１５５の他端が端部接続され、この第１コネク
タ１４２を前記第１アース用コネクタ１４０に差込接続することで、金属板１０４と第１
アース用コネクタ１４０の２番ピン１４０ｂとの電気的な導通が図られて、該金属板１０
４に帯電された静電気は第５アース線１５５を介して前記２番ピン１４０ｂへ流れるよう
になっている。
【００２９】
一方、前記球整流路部材９５の右端部位と前記球送出路部材９７とが第１接続金具１６１
により電気的な導通が図られ、この球送出路部材９７と前記球抜きユニット９８とが第２
接続金具１６２により電気的な導通が図られ、また球抜きユニット９８と前記第１および
第２球払出装置Ｊ１,Ｊ２とが第３接続金具１６３により電気的な導通が図られている。
更に、前記第１および第２球払出装置Ｊ１,Ｊ２と球払出路部材１０９に組付けた球案内
部材１１９とが、第４接続金具１６４により電気的な導通が図られている。なお、前記第
２接続金具１６２は、導電性を有する金属製の中継端子板１６５に接触していると共に、
該中継端子板１６５には、前記第１コネクタ１４２に端部接続された第３アース線(導電
部材)１５３の他端が端部接続され、この第１コネクタ１４２を前記第１アース用コネク
タ１４０に差込接続することで、中継端子板１６５と第１アース用コネクタ１４０の３番
ピン１４０ｃとの電気的な導通が図られる。従って、導電性を有する球整流路部材９５、
球送出路部材９７、球抜きユニット９８、第１および第２球払出装置Ｊ１,Ｊ２、球案内
部材１１９および球払出路部材１０９に帯電された静電気は、前記第１～第４接続金具１
６１,１６２,１６３,１６４、中継端子板１６５および第３アース線１５３を介して前記
３番ピン１４０ｃへ流れるようになっている。
【００３０】
　更に、下球払出路１０７の壁部を構成する前記裏金属板１１０は、機構セット盤Ｈを前
記中枠Ｂ(保持枠２２)に取着した際に、前記裏当て板３８に接触するようになっており、
従って該裏金属板１１０と中枠Ｂとの電気的な導通が図られている。これにより、前記裏
金属板１１０に帯電した静電気は、裏当て板３８および中枠Ｂへ流れた後、前記第６アー
ス線１５６を介して第１アース用コネクタ１４０の１番ピン１４０ａへ流れるようになっ
ている。
【００３１】
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(遊技盤のアース態様)
前記遊技盤Ｉでは、図１２および図１６に示すように、図柄表示装置用の装飾部材８０と
、前記合板７６の背面側に配設された導電性を有するカーボン製の中継端子板(導電部材)
１６６とが第８アース線１５８で接続される一方、前記アタッカー入賞装置８３用の装飾
部材８１と前記中継端子板１６６とが第９アース線１５９で接続され、更に中継端子板１
６６には、第２コネクタ(コネクタ)１４３を端部に設けた第１０アース線１６０の他端が
端部接続され、この第２コネクタ１４３は前記電源基板１３１の第２アース用コネクタ(
コネクタ受部)１４１に単独で着脱可能に差込接続されるようになっている。従って、前
記第２コネクタ１４３を前記第２アース用コネクタ１４１に差込接続することで、遊技盤
Ｉと第２アース用コネクタ１４１の１番ピン１４１ａとの直接的な電気的導通が図られ、
該遊技盤Ｉに帯電された静電気が第１０アース線１６０を介して前記１番ピン１４１ａへ
流れるようになっている。
【００３２】
なお、前記遊技盤Ｉのアース系統を、前記中枠Ｂや機構セット盤Ｈとのアース系統と分離
して設けてあるのは、当該遊技盤Ｉの交換時の接続作業の利便性を考慮したためである。
すなわち、保持枠２２のセット口２３にセットしてある遊技盤Ｉを該保持枠２２から取外
す際には、前記第２アース用コネクタ１４１に差込接続されている第２コネクタ１４１を
該第２アース用コネクタ１４１から引抜くだけで遊技盤Ｉの取外しが可能となる一方、遊
技盤Ｉを保持枠２２に取付けた際には、第２コネクタ１４１を第２アース用コネクタ１４
３に差込接続するだけで該遊技盤Ｉの静電気対策が図られる。しかも前記遊技盤Ｉの着脱
に際して、前記第２コネクタ１４１以外のコネクタに関連した引抜作業や差込作業を一切
行なう必要がないから、電装系統が工場出荷時の状態に適切に保持される。
【００３３】
そして本実施例のアース態様では、前述したように、前記球容器９３と球整流路部材９５
との電気的な導通は図らず、球容器９３に帯電された静電気と球整流路部材９５に帯電し
た静電気を個別にアースするようになっている。この理由としては、▲１▼パチンコ遊技
機Ｐの外部で発生した外部静電気と、当該パチンコ遊技機Ｐ内で発生した内部静電気の差
別化を図る、▲２▼外部(球補給設備)から補給されるパチンコ球がどの程度の外部静電気
を帯電しているか予測不可能である、こと等が挙げられる。このうち前記▲１▼の理由に
関しては、パチンコ遊技機Ｐに作用する静電気として、(ａ)パチンコ球が球補給設備内を
移動するに際して発生して該パチンコ球に帯電した外部静電気と、(ｂ)当該パチンコ遊技
機Ｐへ補給された後に、パチンコ球が遊技機Ｐ内を移動するに際して発生して該パチンコ
球に帯電した内部静電気と、に便宜上区分されるから、基本的に外部静電気は機外へアー
スし、内部静電気は当該遊技機の電源(ＡＣ２４Ｖ)へアースするためである。また前記▲
２▼の理由に関しては、前記球容器９３と前記電源基板１３１とをアース線で直接的に導
通を図る構成とした場合、球補給設備から球容器９３に補給されるパチンコ球が多量の外
部静電気を帯電していた際には、該アース線を介して電源基板１３１へ過電流が一気に流
れてしまうと共にこれによる複写ノイズが発生する不都合があるから、球補給設備から補
給されるパチンコ球に帯電した外部静電気は、第４アース線１５４を介して球容器９３か
ら抵抗値の大きな前記中枠Ｂへ一旦流した後に、前記電源基板１３１へ徐々にアースする
ためである。
【００３４】
(電源基板)
前記裏カバー部材１２０に配置された前記電源基板１３１は、図１,図１７(ａ)および図
１７(ｂ)に示すように、基板ケース１３２に収容されて遊技機裏側の略中央部に位置し、
前記主制御装置１２２のメイン基板、前記払出制御装置１２３の払出制御基板、前記発射
制御装置１２６の発射制御基板、図柄表示装置を制御する図柄表示制御装置(図示せず)の
図柄表示制御基板、遊技内容に応じた音声を制御する音声制御装置１２７の音声制御基板
、電源分配基板１２４の夫々に電源を供給するもので、各基板毎に異なる複数の電源を生
成するようになっている。この電源基板１３１には、図１７に示すように、その右上部に
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電源プラグ１３３が設けられて、該電源プラグ１３３に外部電源に接続される電源コード
１３４が接続され、該電源基板１３１に例えばＡＣ２４Ｖの電源が供給されるようになっ
ており、電源プラグ１３３の下方に配設された電源スイッチ１３５のＯＮ－ＯＦＦ操作に
よって電源の入・切が行なわれる。また電源基板１３１の下部側には、メイン基板用のコ
ネクタ１３６、ランプ制御基板用のコネクタ１３７、図柄表示制御基板用のコネクタ１３
８、音声制御基板用のコネクタ１３９、払出制御基板用のコネクタ１４６および電源分配
基板１２４用のコネクタ１４７が、左側から順に配設されている。なお前記球貸しユニッ
トＫには、通信に必要なＡＣ２４Ｖの電源が、電源基板１３１から電源分配基板１２４お
よびインターフェースボード１２５を介して供給されるようになっている。
【００３５】
そして前記電源基板１３１の下部右側には、１番～３番ピン１４０ａ,１４０ｂ,１４０ｃ
を有して、第３アース線１５３、第５アース線１５５および第６アース線１５６を一纏め
にした前記第１コネクタ１４２が差込接続される第１アース用コネクタ１４０と、１番ピ
ン１４１ａを有して、前記第１０アース線１６０の端部に設けた第２コネクタ１４３が接
続される第２アース用コネクタ１４１が配設されている。すなわち、前記第１コネクタ１
４２を前記第１アース用コネクタ１４０へ差込接続した際には、前記第６アース線１５６
が１番ピン１４０ａに接続され、前記第５アース線１５５が２番ピン１４０ｂに接続され
、前記第３アース線１５３が３番ピン１４０ｃに接続される(図１６)。一方、前記第２コ
ネクタ１４３を前記第２アース用コネクタ１４１へ差込接続した際には、前記第１０アー
ス線１６０が１番ピン１４１ａへ接続される(図１６)。
【００３６】
ここで実施例の電源基板１３１では、図１８に示すように、当該パチンコ遊技機Ｐに帯電
した静電気を２系統に分けてアースするようになっている。すなわち、前記第１アース用
コネクタ１４０の１番ピン１４０ａは、前記電源コード１３４に付属の外部アース線１４
４が接続する前記電源プラグ１３３の３番ピン１３３ａに接続されており、前述したよう
に、機外(外部)から補給されるパチンコ球に帯電した外部静電気を、球容器９３→第４ア
ース線１５４→中枠Ｂ→前記第６アース線１５６を介して電源基板１３１へ流した後、外
部アース線１４４を介して再び機外(島設備等)へアースする。一方、第１アース用コネク
タ１４０の２番ピン１４０ｂと３番ピン１４０ｃ、第２アース用コネクタ１４１の１番ピ
ン１４１ａは、夫々が一つに集約された後に当該パチンコ遊技機Ｐの電源(ＡＣ２４Ｖ)側
と接続されており、前述したように、当該パチンコ遊技機Ｐ内で発生した内部静電気を、
前記第５アース線１５５(球整流路９４に設置した金属板１０４)、第３アース線１５３(
球送出路部材９７、球抜きユニット９８、球払出装置Ｊ１,Ｊ２、球払出路部材１０９、
球案内部材１１９等)、第１０アース線１６０(遊技盤Ｉ)を介して電源基板１３１へ流し
た後、基本的には電源(ＡＣ２４Ｖ)側へアースする。
【００３７】
【実施例の作用】
次に、前述のように構成された本実施例に係るパチンコ遊技機の作用につき説明する。
【００３８】
(パチンコ遊技における球通出形態)
本実施例のパチンコ遊技機Ｐでは、前述したように、遊技ホール内の設置枠台(「島設備
」)に縦向きの姿勢で設置した後、機外の球補給設備(図示せず)から球貯留排出経路部９
１における前記球容器９３内へパチンコ球が供給され、パチンコ球は球容器９３から球整
流路９４および球送出路９６を介して第１および第２球払出装置Ｊ１,Ｊ２まで到来し、
貯留球として該球貯留排出経路部９１内へ貯留される。貯留球が正常に貯留された状態に
おいて、当該パチンコ遊技機Ｐでのパチンコ遊技に先立ち、遊技者が貸球用カードおよび
前記球貸しユニットＫを利用して適正な球貸し操作を行なった場合には、この操作に応答
して第１球払出装置Ｊ１が作動制御されることにより、球貯留排出経路部９１内の所定数
の貯留球が貸球として、上球払出路１０６、球通口１０８、開口部４４、球給出口３２を
介して前記上球皿Ｄ側へ給出される。
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【００３９】
そして、遊技者が前記打球発射装置Ｆにより所要の打球操作を行なった際には、前記上球
皿Ｄに給出された貸球が遊技球として前記球送り装置Ｇを経て発射レール３６の発射位置
へ順次供給され、打球発射装置Ｆの打球動作に基づいて各遊技球は前記遊技盤Ｉの遊技領
域７４内へ打出される。ここで、前記遊技盤Ｉ内でパチンコゲームが展開されている途中
で入賞球が発生した場合には、これに応答して前記第２球払出装置Ｊ２が作動制御される
ことにより、所定数の貯留球が賞球として、前記上球払出路１０６を介して前記上球皿Ｄ
側へ給出され、該上球皿Ｄが満杯となった後には下球払出路１０７を介して下球皿Ｅ側へ
給出される。
【００４０】
(外部静電気に関して)
ここで、前記球補給設備から補給される各パチンコ球が外部静電気を帯電していた場合に
は、前記球貯留排出経路部９１における前記球容器９３内へ当該パチンコ球が供給されて
該球容器９３に接触した時点で、パチンコ球に帯電した外部静電気は、該球容器９３→第
４アース線１５４→施錠装置Ｌの後鍵ベース２７→中枠Ｂと流れた後、その殆どは第６ア
ース線１５６を介して電源基板１３１へ流れ、該電源基板１３１から外部アース線１４４
を介して機外(島設備等)へアースされる。すなわち外部静電気は、パチンコ球の入口部位
である球容器９３から電源基板１３１の側へ流されて機外へアースし得る。なお、中枠Ｂ
に流れた静電気の一部は、裏当て板３８から第７アース線１５７および前記インターフェ
ースボード１２５を介して球貸しユニットＫへ流れ、当該遊技機Ｐと球貸しユニットＫと
の電位統一のために供される。
【００４１】
(内部静電気に関して)
前記球容器９３との接触により外部静電気を殆ど除去されたパチンコ球は、貯留球として
該球容器９３から球整流路９４内へ流入した後、球送出路９６、球抜きユニット９８を経
て球払出装置Ｊ１,Ｊ２へ到来する。ここで、球整流路９４内を移動するに際し、パチン
コ球同士の接触および球整流路部材９５との接触等により発生した内部静電気は、その一
部が前記金属板１０４から前記第５アース線１５５を介して電源基板１３１へ流れ、該電
源基板１３１から電源(ＡＣ２４Ｖ)側へアースされる。一方、残りの静電気は、前記球整
流路部材９５→第１接続金具１６１→球送出路部材９７→第２接続金具１６２→中継端子
板１６５へ流れた後に第３アース線１５３を介して前記電源基板１３１へ流れ、該電源基
板１３１から電源(ＡＣ２４Ｖ)側へアースされる。但し、全ての静電気が、何れか１つの
経路を介して電源基板１３１へ集中的に流れ、該電源基板１３１から電源(ＡＣ２４Ｖ)側
へアースされることもある。更には、帯電防止材から空中放電されるものもある。
【００４２】
また、パチンコ球が球送出路９６内を移動するに際し、パチンコ球同士の接触および球送
出路部材９７との接触等により発生した内部静電気は、該球送出路部材９７→第２接続金
具１６２→中継端子板１６５へ流れた後に第３アース線１５３を介して前記電源基板１３
１へ流れ、該電源基板１３１から電源(ＡＣ２４Ｖ)側へアースされる。一方、パチンコ球
が球抜きユニット９８内を移動するに際し、パチンコ球同士の接触および球抜きユニット
９８との接触等により発生した内部静電気は、該球抜きユニット９８→第２接続金具１６
２→中継端子板１６５へ流れた後に第３アース線１５３を介して前記電源基板１３１へ流
れ、該電源基板１３１から電源(ＡＣ２４Ｖ)側へアースされる。
【００４３】
更に、パチンコ球が前記第１または第２球払出装置Ｊ１,Ｊ２を通過するに際し、パチン
コ球同士の接触および球払出装置Ｊ１,Ｊ２のケースとの接触等により発生した内部静電
気は、球払出装置Ｊ１,Ｊ２→第３接続金具１６３→球抜きユニット９８→第２接続金具
１６２→中継端子板１６５へ流れた後に第３アース線１５３を介して前記電源基板１３１
へ流れ、該電源基板１３１から電源(ＡＣ２４Ｖ)側へアースされる。また更に、前記第１
または第２球払出装置Ｊ１,Ｊ２から払出された貸球または賞球としてのパチンコ球が球
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払出路１０５の上球払出路１０６内を通出するに際し、パチンコ球同士の接触や球案内部
材１１９および球払出路部材１０９との接触等により発生した内部静電気は、該球払出路
部材１０９→球案内部材１１９→第４接続金具１６４→球払出装置Ｊ１,Ｊ２→第３接続
金具１６３→球抜きユニット９８→第２接続金具１６２→中継端子板１６５へと流れた後
に第３アース線１５３を介して前記電源基板１３１へ流れ、該電源基板１３１から電源(
ＡＣ２４Ｖ)側へアースされる。
【００４４】
前記球払出装置Ｊ１,Ｊ２から球払出路１０５へ払出されたパチンコ球は、前記球通口１
０８、開口部４４および球給出口３２を通って上球皿Ｄの皿本体５１内へ通出案内され、
遊技球として該上球皿Ｄへ一旦貯留される。ここで、パチンコ球が前記上球皿Ｄ内を移動
するに際し、パチンコ球同士の接触および皿本体５１との接触等により発生した内部静電
気は、前記球流し金具５７から防犯金属板５６へ流れ、その一部は該防犯金属板５６→上
球皿鍵受金具５５→第３ロック金具３０→中枠Ｂと流れた後に第６アース線１５６を介し
て電源基板１３１へ流れ、該電源基板１３１から外部アース線１４４を介して機外へアー
スされる。また、球流し金具５７から防犯金属板５６へ流れた残りの静電気は、該防犯金
属板５６→上の連結金具５３→中枠Ｂと流れた後に第６アース線１５６を介して電源基板
１３１へ流れ、同様に該電源基板１３１から外部アース線１４４を介して機外へアースさ
れる。一方、前記上球皿Ｄから移動したパチンコ球(遊技球)が球送り装置Ｇを通過するに
際し、パチンコ球同士の接触および該球送り装置Ｇとの接触等により発生した内部静電気
は、前記防犯金属板５６→前記上球皿鍵受金具５５または上の連結金具５３→中枠Ｂと流
れた後に第６アース線１５６を介して電源基板１３１へ流れ、同様に該電源基板１３１か
ら外部アース線１４４を介して機外へアースされる。但し、全ての静電気が、何れか１つ
の経路を介して電源基板１３１へ集中的に流れ、該電源基板１３１から電源(ＡＣ２４Ｖ)
側へアースされることもある。更には、帯電防止材から空中放電されるものもある。
【００４５】
そして、前記球送り装置Ｇおよび前記打球発射装置Ｆの協動によりパチンコ球(遊技球)が
発射レール３６上を飛翔するに際し、パチンコ球と発射レール３６との接触等により発生
した内部静電気は、該発射レール３６→遊技補助盤３１→中枠Ｂと流れた後に第６アース
線１５６を介して電源基板１３１へ流れ、該電源基板１３１から外部アース線１４４を介
して機外へアースされる。
【００４６】
遊技盤Ｉへ打出されたパチンコ球(遊技球)が案内レール７９に接触したり、遊技領域７４
内を落下するに際して遊技釘７８に接触すること等により発生した内部静電気は、前記カ
ーボン紙７７→装飾部材８０→前記第８アース線１５８、または装飾部材８１→第９アー
ス線１５９へ流れた後に第１０アース線１６０を介して電源基板１３１へ直接的に流れ、
該電源基板１３１から電源(ＡＣ２４Ｖ)側へアースされる。なお静電気の一部は、前記ア
タッカー入賞装置８３の開閉扉８４、風車８５、左側・右側の各コーナー化粧部材８６,
８６および裏樋部材８７等から空中放電されることもある。
【００４７】
一方、前記遊技盤Ｉの遊技領域７４内を落下するパチンコ球により発生した内部静電気が
前記前枠Ｃの側へ移動した場合は、そのうちの一部の静電気は、前記ガラス枠６８→上・
下の各連結金具６５,６６→中枠Ｂへ流れた後に第６アース線１５６を介して電源基板１
３１へ流れ、該電源基板１３１から外部アース線１４４を介して機外へアースされる。一
方、残りの静電気は、前記上の前枠鍵受金具６９および下の前枠鍵受金具７０→第２ロッ
ク金具２９→中枠Ｂへ流れた後に第６アース線１５６を介して電源基板１３１へ流れ、同
じく該電源基板１３１から外部アース線１４４を介して機外へアースされる。但し、全て
の静電気が、何れか１つの経路を介して電源基板１３１へ集中的に流れ、該電源基板１３
１から電源(ＡＣ２４Ｖ)側へアースされることもある。更には、帯電防止材から空中放電
されるものもある。
【００４８】
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そして、パチンコゲームの展開中に入賞球(セーフ球)が発生した場合、これに基づいて前
記第２球払出装置Ｊ２が作動して賞球としてのパチンコ球が払出され、払出された該パチ
ンコ球は、前記同様に上球払出路１０６、球通口１０８、開口部４４および球給出口３２
を通って前記上球皿Ｄ側へ給出される。なお、上球皿Ｄの皿本体５１内に貯留球が満杯と
なった後には、この後に払出されるパチンコ球は、球払出路１０５における下球払出路１
０７を通り、球給出口２５を介して下球皿Ｅの皿本体４６側へ給出される。そして、パチ
ンコ球が球払出路１０５の下球払出路１０７内を通出するに際し、パチンコ球同士の接触
および球払出路部材１０９との接触等により発生した内部静電気は、前記裏金属板１１０
→裏当て板３８→中枠Ｂと流れた後に第６アース線１５６を介して前記電源基板１３１へ
流れて、該電源基板１３１から外部アース線１４４を介して機外へアースされる。
【００４９】
　このように本実施例のパチンコ遊技機Ｐでは、該遊技機Ｐを構成する中枠Ｂ、前枠Ｃ、
上球皿Ｄ、下球皿Ｅ、遊技盤Ｉ、機構セット盤Ｈ等の構成部材と、これら各構成部材Ｂ,
Ｃ,Ｄ,Ｅ,Ｉ,Ｈに配設される各種の付属部材や部品を、導電剤入りの合成樹脂材および／
または帯電防止剤入りの合成樹脂材から成形する一方、これら各部材を成形金具や金属板
およびアース線等の導電性を有する部材を介して、裏カバー部材１２０に設置した前記電
源基板１３１へ集約的に接続し、該電源基板１３１から機外または当該遊技機Ｐの電源(
ＡＣ２４Ｖ)へアースするように構成されている。殊に、球補給設備から補給されるパチ
ンコ球が帯電している外部静電気は基本的に外部(島設備等)へアースする一方、当該パチ
ンコ遊技機Ｐ内で発生した内部静電気は当該遊技機Ｐの電源(ＡＣ２４Ｖ)または外部へ適
宜アースするようになるから、前記各構成部材Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｅ,Ｉ,Ｈおよび付属部材・部品
に静電気が帯電することを好適に防止して効率的なアース対策を図ることが可能となり、
これにより静電気を原因としたノイズ発生および機器の誤動作、故障等を好適に回避し得
る。
【００５０】
そして前記遊技盤Ｉは、第８、第９および第１０アース線１５８,１５９,１６０および中
継端子板１６６を介して電源基板１３１と単独的かつ直接的に接続されているから、この
遊技盤Ｉで発生した内部静電気は電源基板１３１へ流れた後、該電源基板１３１から電源
(ＡＣ２４Ｖ)側へアースされる。しかも、例えば前記保持枠２２や中枠Ｂ等の他の遊技機
構成部材に帯電した静電気の電位が遊技盤Ｉに帯電した静電気の電位より高かったとして
も、この構成部材の静電気が遊技盤Ｉへ逆に流れ込むことがないから、遊技盤Ｉにおける
静電気の帯電量が増加する不都合が発生することもない。また、第１０アース線１６０に
設けた第２コネクタ１４３を電源基板１３１の第２アース用コネクタ１４１へ通常に差込
接続するだけで、遊技盤Ｉと電源基板１３１との確実な電気的導通が図られるから、例え
ば保持枠２２のセット口２３に対する該遊技盤Ｉの設置状態に関係なく、常に確実かつ適
切な静電気の放電除去が可能となる。これにより、遊技盤Ｉに静電気が帯電することによ
る検出スイッチの誤作動(誤検出、未検出)等が防止される。更に、遊技盤Ｉを保持枠２２
から取外す際には、前記第２コネクタ１４３を第２アース用コネクタ１４１から引抜くだ
けで該遊技盤Ｉの取外しを許容し、また保持枠２２へ遊技盤Ｉを取付けた際には、第２コ
ネクタ１４３を第２アース用コネクタ１４１へ差込接続するだけで遊技盤Ｉの静電気対策
が図られ、遊技盤Ｉの着脱作業に支障を来すことがない。
【００５１】
なお前記実施例では具体的に言及しなかったが、図柄表示装置用の始動入賞口、電飾部材
のランプレンズ等、遊技球が直接的に接触する各構成部品も、金属メッキ処理を施して前
記カーボン紙７７との電気的導通を図るようにすれば、遊技盤Ｉにおいて発生し帯電した
静電気の除去効率を更に高め得る。
【００５２】
なお前記実施例では、第８アース線１５８、第９アース線１５９および装飾部材８０,８
１を介して中継端子板１６６とカーボン紙７７との電気的導通を図る形態を例示したが、
これ以外の形態により両者１６６,７７の電気的導通を図ってもよい。例えば図１９に例
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示するように、前記中継端子板１６６を、前記カーボン紙７７に接触するように前記合板
７６にねじ込む金属製の取付ビス(取付部材)８２で該合板７６に固定するようにすれば、
この取付ビス８２を介して前記カーボン紙７７と中継端子板１６６との電気的導通が図ら
れる。従って、前記遊技釘７８、案内レール７９、各装飾部材８０,８１等に帯電した静
電気は、カーボン紙７７および取付ビス８２を介して中継端子板１６６へ移動するように
なり、第８アース線１５８および第９アース線１５９が不要とされる。なお、中継端子板
１６６を合板７６に固定する取付部材は、ねじ込み式の前記取付ビス８２に限定されず、
導電性を有した打込み式の釘等でもよい。
【００５３】
また本実施例のパチンコ遊技機Ｐでは、前記中枠Ｂ、前枠Ｃ、上球皿Ｄ、下球皿Ｅ、遊技
盤Ｉ、機構セット盤Ｈ等の構成部材や、これら各部材Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｅ,Ｉ,Ｈに配設される各
種の付属部材・部品を製作するに際し、帯電防止剤入りの合成樹脂材と導電剤入りの合成
樹脂材とを適度に使い分けることにより、効率的なアース対策が実施されていると共に、
コスト低減が好適に図られている。殊に、前枠Ｃ、上球皿Ｄ、下球皿Ｅ、遊技盤Ｉおよび
機構セット盤Ｈの搭載枠ともされ、かつ遊技機において最も大型の構成部品とされる前記
中枠Ｂを導電材から成形することにより、極めて効率的なアース対策が可能となっている
。
【００５４】
　なお本実施例では、基本的に、パチンコ遊技機Ｐを構成する略全ての構成部材および部
品を、導電剤入りの合成樹脂材または帯電防止剤入りの合成樹脂材および導電性を有する
金属部品から形成した場合を例示したが、製造コスト、成形性、質感、材質等の様々なフ
ァクターを考慮した場合、少なくとも前記パチンコ球が接触する部位に配設された構成部
材および付属部材・部品を、導電材および／または帯電防止材から形成するようにしても
よい。
【００５５】
そして導電剤および帯電防止剤は、現在広く知られて実施に供されているものが使用され
る。
【００５６】
また、前記各金属部品および第１～第１０アース線によるアース系統は、実施例の形態に
限定されるものではなく、パチンコ遊技機Ｐ全体の静電気を効率的かつ適切にアースし得
れば、これ以外のアース系統に構成してもよいことは勿論である。
【００５８】
【発明の効果】
　以上説明した如く、本発明に係るパチンコ遊技機では、遊技盤構成部品や金属メッキ処
理した装飾部材等に帯電した静電気を、シート状導電材を介して合板の背面側に配設した
導電部材へ流した後、電源基板へ直接的に放電除去させる。すなわち、遊技盤と電源基板
との直接的な電気的導通が図られているから、遊技機の他の構成部材に帯電した静電気の
電位が遊技盤に帯電した静電気の電位より高かったとしても、この構成部材の静電気が遊
技盤へ逆に流れ込む不都合が回避されると共に、静電気による検出スイッチの誤作動等も
好適に回避される有益な効果を奏する。なお導電部材とシート状導電材とは、装飾部材に
連結したアース線で電気的導通を図る形態や、また導電部材を合板に取付ける取付部材で
電気的導通を図る形態等が採用可能であり、何れの形態でもシート状導電材と導電部材と
が適切に導通される。
　球補給設備から補給されるパチンコ球に帯電した静電気は、別の導電部材を介して球容
器から抵抗値の大きな中枠へ一旦流した後に、電源基板へ徐々にアースする構成であるか
ら、球容器と電源基板とをアース線で直接的に導通を図る構成とした場合に発生するアー
ス線を介して電源基板へ過電流が一気に流れてしまう不都合を回避することができる。
　また導電部材と電源基板とは、該導電部材に接続したアース線のコネクタを電源基板に
設けたコネクタ受部に適正に差込接続するだけで両者の適切な電気的導通が図られ、常に
確実な静電気の放電除去がなされる。更に、遊技盤の取外しに際しては、コネクタを電源
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基板のコネクタ受部から引抜くだけで該遊技盤の取外しを許容し、遊技盤の取付けに際し
ては、コネクタを電源基板のコネクタ受部へ差込接続するだけで遊技盤の静電気対策が図
られるから、遊技盤の着脱作業に支障を来さない利点がある。また前記遊技盤の着脱に際
して、前記コネクタ以外のコネクタに関連した引抜作業や差込作業を一切行なう必要がな
いから、電装系統が工場出荷時の状態に適切に保持される等の利点もある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例に係るパチンコ遊技機の背面図である。
【図２】図１のＹ部拡大図である。
【図３】図１のＺ部拡大図である。
【図４】実施例のパチンコ遊技機の構成部材である外枠、中枠、前枠、上球皿、下球皿お
よび付属部材の一部を分解状態で示す概略斜視図である。
【図５】中枠、裏当て板、裏金属板、機構セット盤における下本体を分解状態で示す概略
斜視図である。
【図６】中枠と、該中枠の背面に取着される裏当て板を示す背面図である。
【図７】前枠および上球皿を開放した状態で示すパチンコ遊技機の正面図である。
【図８】背面側から見た上球皿の斜視図である。
【図９】背面側から見た下球皿の斜視図である。
【図１０】前枠の背面図である。
【図１１】遊技盤の正面図である。
【図１２】図１１に示した遊技盤の背面図である。
【図１３】セル板、合板およびカーボン紙から構成される遊技盤を分解して示す概略斜視
図である。
【図１４】機構セット盤と、該機構セット盤に付属の各付属部材・部品を、分解した状態
で示す概略斜視図である。
【図１５】機構セット盤に設けた球貯留排出経路部における球整流路、球送出路、球抜き
ユニットと球払出装置および球送出路の構成を示す説明図である。
【図１６】パチンコ遊技機に実施したアース対策の全体系統図である。
【図１７】電源基板の概略構成図である。
【図１８】電源基板におけるアース対応部分の概略構成図である。
【図１９】中継端子板を遊技盤に固定する取付ビスを利用することで、該中継端子板とカ
ーボン紙との電気的導通を図る形態を例示する遊技盤の要部断面図である。
【図２０】従来から実施されているパチンコ遊技機の正面図である。
【図２１】従来から実施されているパチンコ遊技機の背面図である。
【符号の説明】
７５　セル板
７６　合板
７７　カーボン紙(シート状導電材)
７８　遊技釘(遊技盤構成部品)
７９　案内レール(遊技盤構成部品)
８０,８１　装飾部材
８２　取付ビス(取付部材)
１３１　電源基板
１４１　第２アース用コネクタ(コネクタ受部)
１４３　第２コネクタ(コネクタ)
１５８　第８アース線(アース線)
１５９　第９アース線(アース線)
１６０　第１０アース線(アース線)
１６６　中継端子板(導電部材)
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